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地域シンクタンク・モニター調査結果から

　

全
国
九
つ
の
研
究
機
関
か
ら
四
半
期
ご
と

に
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
シ
ン
ク
タ

ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
地
域
経
済
及

び
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
、
二
○
○
七
年
七
月

〜
九
月
期
の
「
実
績
」
と
、
一
○
月
〜
一
二

月
期
の
「
見
通
し
」
を
聞
い
た
。

　

そ
の
結
果
、来
期（
一
○
月
〜
一
二
月
期
）

の
地
域
経
済
は
、「
や
や
悪
化
」
と
厳
し
い
見

通
し
を
示
し
た
の
は
常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ

ー
の
み
。
残
り
八
つ
の
モ
ニ
タ
ー
は
、
現
状

維
持
の
「
横
ば
い
」
と
予
測
し
た
。
先
行
き

の
明
る
さ
を
示
す
「
好
転
」「
や
や
好
転
」
と

の
回
答
は
寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
経
済
動
向

と
同
様
の
形
式
で
き
い
た
。来
期（
一
○
月
〜

一
二
月
期
）
は
「
や
や
悪
化
」
と
回
答
し
た

の
は
九
州
経
済
調
査
協
会
の
み
。
残
り
八
つ

の
モ
ニ
タ
ー
は
現
状
維
持
の
「
横
ば
い
」
と

予
測
。「
好
転
」「
や
や
好
転
」は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
大
半
の
モ
ニ
タ
ー
が

総
括
判
断
を
「
横
ば
い
」
と
据
え
置
く
も
の

の
、
懸
念
材
料
と
し
て
、
①
米
国
の
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
ロ
ー
ン（
低
所
得
者
向
け
住
宅
融
資
）

に
端
を
発
す
る
金
融
不
安
②
原
油
・
原
材
料

価
格
高
騰
に
よ
る
企
業
収
益
の
圧
迫
③
改
正

建
築
基
準
法
施
行
に
伴
う
住
宅
着
工
件
数
の

大
幅
減―

―

を
指
摘
す
る
報
告
が
寄
せ
ら
れ
、

先
行
き
に
慎
重
な
意
見
が
目
立
っ
た
。

　

他
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
全
国
最

低
レ
ベ
ル
に
張
り
付
い
て
い
た
青
森
県
で
有

効
求
人
数
が
六
カ
月
連
続
で
増
加
し
、
回
復

が
遅
れ
て
い
た
南
九
州
（
長
崎
県
・
宮
崎
県
・

鹿
児
島
県
）
で
も
有
効
求
人
倍
率
が
上
向
き

に
な
る
な
ど
、
雇
用
情
勢
が
厳
し
か
っ
た
地

域
に
回
復
の
兆
し
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
と
の

リ
ポ
ー
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
半
面
、
大
手
の

重
家
電
工
場
が
集
積
す
る
茨
城
県
で
は
有
効

求
人
倍
率
が
二
カ
月
連
続
で
悪
化
、
自
動
車

産
業
の
誘
致
が
進
む
九
州
北
部
（
福
岡
県
・

大
分
県
・
熊
本
県
）
で
も
改
善
の
テ
ン
ポ
が

鈍
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
回
復
基
調
に
あ
っ
た

地
域
で
の
「
減
速
感
」
を
指
摘
す
る
声
も
出

て
き
た
。

　

北
海
道
二
十
一
世
紀
総
合
研
究
所
は
、
七

月
〜
九
月
期
の
地
域
経
済
を
「
や
や
悪
化
」

と
し
た
。
判
断
根
拠
と
し
て
、
①
基
幹
産
業

の
ひ
と
つ
で
あ
る
建
設
業
は
、
公
共
投
資
の

削
減
幅
が
拡
大
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
る
②
建
築
審
査

を
厳
格
化
し
た
改
正
建
築
基
準
法
の
施
行
に

伴
い
、
新
設
住
宅
着
工
件
数
が
対
前
年
比
で

大
幅
に
減
少
（
札
幌
市
で
は
対
前
年
比
四
六

％
減
）
③
観
光
業
で
は
、旭
山
動
物
園
が
「
一

人
勝
ち
」
の
様
相
を
呈
す
一
方
、
そ
れ
以
外

の
地
域
（
特
に
知
床
）
で
は
、
観
光
入
り
込

み
客
数
が
前
年
割
れ
と
な
る
④
自
動
車
販
売

で
は
、
普
通
乗
用
車
は
好
調
を
維
持
す
る
も

の
の
、
軽
や
小
型
が
前
年
割
れ
と
な
り
、
全

体
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た―

―

こ
と

を
あ
げ
た
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
に
つ
い
て
は
、「
企
業

部
門
で
は
原
油
高
を
背
景
に
、
本
州
へ
の
物

流
コ
ス
ト
が
高
騰
」「
建
設
需
要
の
減
少
に
よ

り
、
鉄
鋼
や
窯
業
な
ど
が
引
き
続
き
厳
し
い

状
況
に
置
か
れ
る
」「
ミ
ー
ト
ホ
ー
プ
な
ど
道

内
企
業
の
相
次
ぐ
不
祥
事
を
受
け
、
食
品
製

造
業
の
経
営
環
境
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増

す
」「
地
元
球
団
で
あ
る
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
の
優
勝
セ
ー
ル
の
効
果
も
限
定
的
」
と

の
見
方
か
ら
、
前
期
の
厳
し
い
流
れ
は
来
期

も
続
く
と
み
て
、「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

他
方
、
雇
用
情
勢
（
七
月
〜
九
月
期
）
に

つ
い
て
は
、「
公
共
事
業
削
減
の
流
れ
か
ら
、

建
設
業
が
低
迷
し
、
大
口
の
雇
用
の
受
け
皿

が
な
く
な
っ
て
い
る
」「
唯
一
、
自
動
車
関
連

が
引
き
続
き
好
調
を
維
持
す
る
も
の
の
、
道

内
全
体
の
雇
用
を
牽
引
す
る
ほ
ど
に
は
至
っ

て
な
い
」「
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
で
は
、

八
月
、
九
月
と
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
が
大
き
く
低

下
し
て
い
る
」「
新
規
求
人
数
は
八
月
ま
で
、

八
カ
月
連
続
で
減
少
し
て
い
る
」「
経
営
環
境

の
悪
化
か
ら
、
事
業
主
都
合
離
職
者
は
五
カ

月
連
続
で
前
年
同
月
を
上
回
る
」
こ
と
か
ら
、

「
や
や
悪
化
」
と
厳
し
い
判
断
を
下
し
た
。

　

来
期
（
一
○
月
〜
一
二
月
期
）
は
、「
消
費

低
迷
が
続
く
小
売
セ
ク
タ
ー
、
公
共
事
業
削

減
に
よ
り
事
業
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
建
設

業
、
原
油
高
が
コ
ス
ト
に
直
結
す
る
運
輸
業

で
は
、
求
人
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
他

の
産
業
も
含
め
、
雇
用
を
牽
引
す
る
セ
ク
タ

ー
が
見
あ
た
ら
な
い
」「
地
元
新
聞
社
が
実
施

し
た
企
業
調
査
で
も
、
原
油
・
原
材
料
高
を

背
景
に
、
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
回
復
す
る
傾
向

が
み
ら
れ
な
い
」
こ
と
か
ら
、「
横
ば
い
」
と

し
た
。

　

青
森
公
立
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

七
月
〜
九
月
期
の
地
域
経
済
に
つ
い
て
、「
八

戸
地
域
で
は
、
素
材
関
連
が
高
操
業
を
維
持

し
、
弘
前
つ
が
る
地
域
で
は
、
電
機
関
係
が

好
調
に
推
移
す
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
明
る

い
動
き
が
県
内
全
域
に
波
及
し
て
い
な
い
」

「
薄
型
テ
レ
ビ
が
好
調
を
維
持
す
る
も
の
の
、

個
人
消
費
の
伸
び
を
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
勢

い
は
な
い
」「
一
○
月
発
表
の
日
銀
青
森
支
店

の
県
内
金
融
経
済
概
況
で
は
、『
生
産
活
動
を

中
心
に
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
企
業
マ
イ
ン
ド
は
減
益
見
通
し
を

受
け
て
慎
重
化
し
て
い
る
』
と
含
み
の
あ
る

表
現
を
し
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、「
横
ば
い
」

と
し
た
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
素
材
関
連
は
引

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
結
果
か
ら

大
半
の
モ
ニ
タ
ー
が
来
期
は「
横
ば
い
」と
予
測

　

 　
原
油
・
原
材
料
高
を
背
景
に
、先
行
き
不
透
明
感
も

北
海
道　

原
油
高
が
本
州
へ

の
物
流
コ
ス
ト
を
直
撃

青
森　

八
戸
・
弘
前
で
は

製
造
業
が
堅
調
に
推
移
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き
続
き
堅
調
さ
を
維
持
す
る
も
の
の
、
原
材

料
価
格
高
騰
に
よ
り
、
収
益
面
に
圧
迫
が
出

る
」「
設
備
投
資
を
積
み
増
す
動
き
は
一
部
の

業
種
（
製
造
業
）
に
限
ら
れ
、
全
体
と
し
て

は
力
強
さ
に
欠
け
る
」「
県
内
に
は
景
気
回
復

を
実
感
さ
せ
る
こ
れ
と
い
っ
た
材
料
が
見
あ

た
ら
な
い
」
こ
と
か
ら
、先
行
き
「
横
ば
い
」

と
し
た
。

　

他
方
、
県
内
の
雇
用
情
勢
（
七
月
〜
九
月

期
）
に
つ
い
て
は
、「
青
森
県
の
有
効
求
人
倍

率
は
、
七
月
、
八
月
が
○
・
四
九
倍
、
九
月

が
○
・
四
八
倍
と
、
低
水
準
横
ば
い
圏
内
で

の
推
移
が
続
く
」
と
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
他
方
、
明

る
い
動
き
と
し
て
、「
有
効
求
人
数
が
六
カ
月

連
続
で
増
加
し
て
い
る
」「
正
社
員
の
有
効
求

人
倍
率
は
○
・
二
八
倍
と
、
全
国
平
均
か
ら

比
べ
る
と
依
然
、
低
水
準
で
あ
る
も
の
の
、

こ
の
と
こ
ろ
上
向
き
傾
向
を
示
す
」
と
い
っ

た
変
化
を
踏
ま
え
、「
横
ば
い
を
基
調
と
し
な

が
ら
も
、
上
昇
傾
向
も
わ
ず
か
な
が
ら
確
認

で
き
る
が
、
力
強
さ
に
は
欠
け
る
」
と
し
、

総
括
判
断
は
「
横
ば
い
」
と
据
え
置
い
た
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
有
効
求
人
倍
率

は
、
低
水
準
横
ば
い
圏
内
で
の
推
移
が
続

く
」「
公
共
事
業
削
減
の
流
れ
を
受
け
、
県
内

の
中
小
・
零
細
の
建
設
業
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
る
」「
県
内

の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
決
定
的
な
明
る

い
材
料
が
見
あ
た
ら
ず
、
引
き
続
き
、
横
ば

い
圏
内
で
推
移
す
る
」
と
み
て
、「
横
ば
い
」

を
選
択
し
た
。

　

常
陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
七
月
〜
九

月
期
の
地
域
経
済
の
実
績
を
「
や
や
悪
化
」

と
し
た
。
理
由
と
し
て
、
①
同
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
て
い
る
茨
城
県
内
主
要
企
業
経
営
動

向
調
査
（
以
下
、「
企
業
調
査
」）
に
よ
る
と
、

七
月
〜
九
月
期
の
自
社
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、

全
産
業
で
マ
イ
ナ
ス
一
九
・
八
％
と
、
前
期

（
マ
イ
ナ
ス
九
・
五
％
）
か
ら
一
○
ポ
イ
ン

ト
近
く
悪
化
し
た
②
企
業
調
査
に
よ
る
と
、

七
月
〜
九
月
期
の
生
産
・
出
荷
・
受
注
判
断

Ｄ
Ｉ
が
九
期
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
③

米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
（
低
所
得
者
向

け
住
宅
融
資
）
に
端
を
発
す
る
金
融
市
場
の

混
乱
か
ら
、
米
国
経
済
の
不
透
明
感
が
台
頭

し
、
実
体
経
済
へ
の
波
及
を
懸
念
す
る
声
が

散
見
さ
れ
る
④
改
正
建
築
基
準
法
施
行
に
伴

い
、
新
設
住
宅
着
工
件
数
が
大
幅
減
と
な
る

―
―

こ
と
を
あ
げ
る
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
に
つ
い
て
も
、「
や
や

悪
化
」
と
厳
し
い
見
通
し
を
示
す
。
根
拠
と

し
て
、「
企
業
調
査
に
よ
れ
ば
、
先
行
き
（
一

○
月
〜
一
二
月
期
）
の
自
社
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

は
、
全
産
業
で
マ
イ
ナ
ス
一
六
・
八
％
と
、

前
期
（
七
月
〜
九
月
期
）
と
同
様
に
、
マ
イ

ナ
ス
圏
内
に
停
滞
す
る
」「
企
業
の
収
益
環
境

の
改
善
見
通
し
が
立
た
な
い
」「
先
行
指
標
の

ひ
と
つ
で
あ
る
新
規
求
人
数
が
こ
の
と
こ
ろ

弱
含
む
」「
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
引
き
続
き
、

調
整
が
続
く
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

一
方
、雇
用
情
勢
（
七
月
〜
九
月
期
）に
つ

い
て
も
、「
や
や
悪
化
」
と
厳
し
い
現
状
認
識

を
示
す
。背
景
と
し
て
、①
企
業
調
査
に
よ
る

と
、
七
月
〜
九
月
期
の
雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
マ

イ
ナ
ス
○
・
八
％
と
、
こ
こ
一
年
近
く
は
ゼ

ロ
近
辺
に
張
り
付
く
②
有
効
求
人
倍
率
は
七

月
、
八
月
と
二
カ
月
連
続
で
悪
化
③
製
造
業

の
新
規
求
人
数
が
弱
含
み
で
推
移
す
る
④
増

加
傾
向
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
新
規
求
人

数
が
伸
び
悩
み
と
な
る―

―

こ
と
を
あ
げ
る
。

　

来
期
（
一
○
月
〜
一
二
月
期
）
の
雇
用
情

勢
に
つ
い
て
は
、「
企
業
調
査
に
よ
れ
ば
、
一

○
月
〜
一
二
月
期
の
雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、二
・

七
％
と
横
ば
い
圏
内
で
推
移
」「
先
行
き
の
マ

ク
ロ
環
境
が
不
透
明
な
な
か
、
雇
用
も
横
ば

い
で
推
移
す
る
」と
の
見
方
か
ら
、「
横
ば
い
」

と
し
た
。

　

中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会
は
、
地
域

経
済
の
実
績
と
見
通
し
を
と
も
に「
横
ば
い
」

と
し
た
。
七
月
〜
九
月
期
は
、「
七
月
中
旬
に

発
生
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
影
響
で
、

被
災
し
た
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
（
㈱
リ
ケ

ン　

本
社
・
新
潟
県
柏
崎
市
）
か
ら
の
部
品

供
給
に
一
時
的
に
支
障
を
き
た
し
た
」
と
し

な
が
ら
も
、「
域
内
の
生
産
活
動
は
、
輸
送
用

機
械
を
中
心
に
高
水
準
を
維
持
」「
設
備
投
資

は
、
自
動
車
、
電
機
を
中
心
に
高
水
準
が
続

き
、
電
力
・
運
輸
で
も
積
み
増
し
の
動
き
が

み
ら
れ
る
」「
ス
ー
パ
ー
売
上
高
や
乗
用
車
販

売
で
は
弱
め
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

百
貨
店
売
上
高
は
前
年
を
上
回
る
水
準
で
推

移
し
、
デ
ジ
タ
ル
家
電
販
売
も
好
調
を
維
持

す
る
な
ど
、
個
人
消
費
は
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
」
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
指
摘
す
る
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
企
業
部
門
は
、

来
期
も
全
産
業
で
引
き
続
き
好
調
に
推
移
す

る
」
と
明
る
い
先
行
き
を
示
す
一
方
、
懸
念

材
料
と
し
て
、
①
米
国
や
中
国
な
ど
海
外
経

済
の
動
向
②
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
③

為
替
相
場―

―
を
あ
げ
る
。
そ
の
う
え
で
、

「
こ
う
し
た
不
安
要
因
が
企
業
収
益
に
及
ぼ

す
影
響
を
注
意
深
く
見
守
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
、
好
調
な
企
業
活
動
も
外
部
要
因
を

排
除
で
き
な
い
と
の
慎
重
な
見
方
を
示
し
た
。

　

他
方
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
も
、
実
績
・

見
通
し
と
も
に
「
横
ば
い
」
と
み
る
。
七
月

〜
九
月
期
は
、「
高
水
準
の
生
産
活
動
を
背
景

に
、
多
く
の
業
種
で
人
手
不
足
が
続
く
」「
有

効
求
人
倍
率
も
引
き
続
き
高
水
準
で
推
移
し
、

常
用
労
働
者
も
増
加
し
て
い
る
」「
所
定
外
労

働
時
間
や
新
規
求
人
数
も
引
き
続
き
高
水
準

で
推
移
し
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
す
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
製
造
業
の
好
調

さ
を
背
景
に
、
雇
用
情
勢
は
引
き
続
き
改
善

が
続
く
」「
好
調
な
輸
出
を
背
景
に
、
輸
送
用

機
械
や
電
気
機
械
で
は
高
水
準
の
生
産
が
続

く
」「
個
人
消
費
も
底
堅
い
動
き
が
続
く
見
込

み
で
、
製
造
業
・
非
製
造
業
と
も
多
く
の
業

種
で
人
手
不
足
が
続
く
」
こ
と
を
判
断
根
拠

に
あ
げ
た
。

　

北
國
総
合
研
究
所
は
、
七
月
〜
九
月
期
の

地
域
経
済
に
つ
い
て
、「
企
業
の
生
産
活
動
は
、

一
般
機
械
、
電
子
・
デ
バ
イ
ス
、
化
学
、
繊

維
の
四
業
種
で
上
方
修
正
と
な
っ
た
」「
個
人

消
費
は
、
引
き
続
き
緩
や
か
な
持
ち
直
し
の

動
き
が
み
ら
れ
る
」
と
好
材
料
を
指
摘
す
る

一
方
、
懸
念
材
料
と
し
て
「
日
銀
の
北
陸
短

観
（
九
月
）
に
よ
る
と
、
全
産
業
の
業
況
判

断
Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス
七
と
な
り
、
前
回
調
査

（
六
月
）
の
マ
イ
ナ
ス
三
か
ら
悪
化
し
、
企

業
マ
イ
ン
ド
は
『
踊
り
場
』
に
さ
し
か
か
っ

て
い
る
」
こ
と
を
あ
げ
、
総
合
的
に
判
断
し
、

茨
城　

新
規
求
人
数
が
弱
含

み
で
推
移

中
部　

生
産
は
高
水
準
で

推
移
、
人
手
不
足
が
続
く

北
陸　

雇
用
情
勢
の
改
善
が

進
む
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「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
北
陸
経
済
は
、

電
子
・
デ
バ
イ
ス
な
ど
の
受
注
が
増
え
、
生

産
活
動
は
引
き
続
き
増
勢
を
保
つ
」「
米
国
の

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
は
、
北
陸
経
済

に
直
接
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
見
ら
れ

る
」
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
状
維
持
の
「
横
ば

い
」
と
し
た
。

　

他
方
、
雇
用
情
勢
（
七
月
〜
九
月
期
）
に

つ
い
て
は
、
①
北
陸
の
七
月
の
有
効
求
人
倍

率
は
一
・
三
二
倍
と
高
水
準
を
維
持
②
雇
用

保
険
受
給
者
実
人
員
は
前
年
を
下
回
る
水
準

で
推
移
③
現
金
給
与
総
額
は
七
カ
月
連
続
で

プ
ラ
ス
を
維
持
し
、
全
国
平
均
を
上
回
る
動

き
を
見
せ
る
④
医
療
・
福
祉
部
門
の
新
規
求

人
数
が
二
三
カ
月
連
続
で
前
年
を
上
回
る―

―

こ
と
か
ら
、
好
調
な
前
期
を
流
れ
は
継
続

す
る
と
み
て
、「
横
ば
い
」
を
選
択
し
た
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
有
効
求
人
倍
率

は
多
少
の
動
き
が
あ
る
も
の
の
、
当
面
は
現

状
の
水
準
で
推
移
す
る
」「
サ
ー
ビ
ス
業
で
は

や
や
厳
し
い
側
面
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ

れ
以
外
で
は
概
ね
雇
用
情
勢
の
改
善
が
進

む
」
こ
と
を
判
断
材
料
に
、「
総
合
的
に
判
断

す
る
と
、
来
期
の
雇
用
を
大
き
く
好
転
さ
せ

る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
現
状
の
水

準
は
維
持
す
る
」
と
み
て
、
先
行
き
「
横
ば

い
」
と
し
た
。

　

関
西
社
会
経
済
研
究
所
は
、
地
域
経
済
の

実
績
（
七
月
〜
九
月
期
）
に
つ
い
て
、「
企
業

部
門
で
は
、
生
産
は
足
下
で
増
加
も
見
ら
れ
、

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
」「
設
備
投
資
は
全
国

平
均
を
上
回
る
伸
び
を
示
す
」「
輸
出
は
プ
ラ

ス
一
○
％
程
の
伸
び
が
続
く
」
と
好
調
な
関

西
企
業
の
現
状
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
一
方
、「
家

計
部
門
で
は
、
個
人
消
費
は
横
ば
い
基
調
で

推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
力
強
さ
に
欠
け

る
」「
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
改
正
建
築
基

準
法
の
影
響
が
大
き
く
、
七
月
、
八
月
と
前

年
同
月
比
で
二
桁
減
が
続
く
」
こ
と
に
触
れ
、

家
計
部
門
を
中
心
に
一
部
に
弱
い
動
き
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
企
業
部
門
は
概
ね
、
堅
調

さ
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
横
ば
い
」

と
し
た
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、
①
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
、
海
外
経
済
の

減
速
に
よ
り
、
関
西
で
も
輸
出
の
伸
び
が
や

や
鈍
化
す
る
見
通
し
②
中
小
企
業
を
中
心
に
、

原
油
・
原
材
料
高
に
よ
る
収
益
圧
迫
の
動
き

が
広
が
り
を
見
せ
る
③
雇
用
の
改
善
を
背
景

に
、
所
得
は
上
向
き
方
向
に
あ
る
と
見
ら
れ

る
が
、
そ
の
歩
み
は
緩
や
か
で
、
消
費
は
力

強
さ
に
欠
け
る
④
改
正
建
築
基
準
法
の
影
響

で
、
住
宅
投
資
は
今
後
、
景
気
の
下
押
し
要

因
と
し
て
作
用
す
る―

―

と
の
見
方
か
ら
、

「
家
計
部
門―

弱
い
」「
企
業
部
門―

底
堅
い
」

の
構
図
に
変
化
は
な
い
と
し
て
、「
横
ば
い
」

を
選
択
し
た
。

　

一
方
、
雇
用
情
勢
（
七
月
〜
九
月
期
）
に

つ
い
て
は
、「
有
効
求
人
倍
率
は
、七
月
（
一
・

一
三
倍
）、
八
月
（
一
・
一
五
倍
）
と
、
引

き
続
き
全
国
平
均
（
七
月
一
・
○
七
倍
、
八

月
一
・
○
八
倍
）
を
上
回
る
水
準
で
推
移
②

完
全
失
業
率
は
、
七
月
（
四
・
二
％
）、
八

月
（
四
・
一
％
）
と
、
改
善
の
動
き
が
進
む

③
雇
用
者
数
は
七
月
（
前
年
同
月
比
三
・
五

％
増
）、
八
月
（
同
四
・
六
％
増
）
と
堅
調

に
推
移
す
る
④
日
銀
短
観
（
九
月
調
査
）
に

よ
る
と
、
九
月
の
雇
用
人
員
判
断
は
、
六
月

調
査
（
マ
イ
ナ
ス
七
％
）
に
続
き
、
不
足
超

過
（
マ
イ
ナ
ス
七
％
）
を
記
録
す
る―

―

こ

と
を
報
告
し
た
う
え
で
、「
関
西
地
区
の
雇
用

は
、
改
善
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
そ
の
歩

み
は
引
き
続
き
緩
や
か
で
あ
る
」
と
み
て
、

総
括
判
断
は
「
横
ば
い
」
と
据
え
置
い
た
。

　

来
期
（
一
○
月
〜
一
二
月
期
）
の
雇
用
見

通
し
に
つ
い
て
は
、「
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

に
端
を
発
す
る
海
外
経
済
の
動
向
、
原
材
料

価
格
高
騰
に
よ
る
企
業
収
益
圧
迫
な
ど
、
や

や
不
透
明
感
が
増
す
要
素
が
あ
る
も
の
の
、

生
産
の
足
ど
り
は
底
堅
く
、
設
備
投
資
も
旺

盛
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
行
き
は
堅
調
に
推

移
す
る
」「
日
銀
短
観
（
九
月
調
査
）
の
雇
用

人
員
判
断
を
み
る
と
、
全
産
業
で
先
行
き
不

足
超
過
幅
が
拡
大
し
て
い
る
」
こ
と
を
判
断

材
料
に
、「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
七
月

〜
九
月
期
の
地
域
経
済
を
「
横
ば
い
」
と
し

た
。
理
由
と
し
て
、
①
域
内
の
製
造
業
で
は
、

好
調
な
自
動
車
や
鉄
鋼
を
中
心
に
、
輸
出
が

前
年
同
月
比
二
○
％
程
度
の
増
加
を
維
持
す

る
②
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
設
備
投
資
動
向

調
査
で
は
、
今
年
度
の
計
画
が
製
造
業
で
対

前
年
比
六
・
一
％
増
、
非
製
造
業
で
一
七
・

一
％
増
と
な
る
な
ど
、
設
備
投
資
の
堅
調
さ

に
陰
り
は
な
い
③
個
人
消
費
で
は
、
大
型
百

貨
店
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
緩
や
か

な
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
新
車
販
売
な

ど
大
型
消
費
は
波
に
乗
っ
て
な
い―

―

こ
と

を
報
告
す
る
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
各
機
関
が
発
表

す
る
経
済
統
計
に
は
先
行
き
『
横
ば
い
』
も

し
く
は
『
や
や
悪
化
』
と
悲
観
的
な
見
通
し

を
示
す
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
高
止
ま

り
す
る
原
油
価
格
や
、
回
復
の
テ
ン
ポ
が
遅

れ
て
い
る
中
小
企
業
の
現
状
を
踏
ま
え
た
も

の
」
と
の
見
方
を
示
し
、「
広
島
市
で
は
、
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
出
店
が
相
次

ぎ
、
消
費
に
つ
い
て
は
今
後
も
し
ば
ら
く
は

堅
調
に
推
移
す
る
」
と
み
て
、
先
行
き
「
横

ば
い
」
と
し
た
。

　

一
方
、
雇
用
情
勢
（
七
月
〜
九
月
期
）
に

つ
い
て
は
、「
中
国
地
方
で
は
、
山
陽
と
山
陰

の
地
域
間
格
差
が
一
段
と
広
が
り
つ
つ
あ

る
」と
の
懸
念
を
示
し
、「
有
効
求
人
倍
率（
九

月
）
を
み
て
も
、
岡
山
県
は
一
・
四
六
倍
と
、

愛
知
県
・
群
馬
県
に
次
い
で
全
国
三
番
目
の

高
い
水
準
を
示
す
一
方
、
鳥
取
県
は
○
・
七

八
倍
と
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
る
」「
正
社
員

の
有
効
求
人
倍
率
（
九
月
）
に
つ
い
て
も
、

広
島
県
は
○
・
八
二
倍
ま
で
回
復
し
た
も
の

の
、鳥
取
県
で
は
○
・
四
四
倍
に
と
ど
ま
る
」

こ
と
か
ら
、「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
広
島
市
内
で
は

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開
店
が
相

次
ぎ
、
二
○
○
○
人
規
模
の
パ
ー
ト
採
用
が

予
定
さ
れ
る
。
他
方
、
地
元
の
中
堅
小
売
業

で
は
、
人
材
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
パ
ー
ト
の

関
西　

輸
出
と
設
備
投
資
が

堅
調
に
推
移

中
国　

相
次
ぐ
大
型
Ｓ
Ｃ
開

店
、
パ
ー
ト
受
給
が
逼
迫
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正
社
員
化
や
労
組
加
入
制
度
の
整
備
を
進
め

る
」「
こ
う
し
た
小
売
業
の
採
用
熱
は
さ
ら
に

高
ま
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
他
業
界
に
も
波

及
す
る
可
能
性
も
あ
る
」
と
明
る
い
先
行
き

を
示
す
も
の
の
、「
こ
う
し
た
動
き
は
、
山
陽

地
域
に
と
ど
ま
り
、
山
陰
や
中
山
間
地
区
に

は
波
及
し
て
い
な
い
」
と
し
て
、「
横
ば
い
」

を
選
択
し
た
。

　

四
国
経
済
連
合
会
は
、
七
月
〜
九
月
期
の

地
域
経
済
に
つ
い
て
、「
当
会
が
九
月
に
実
施

し
た
景
気
動
向
調
査
（
以
下
、
九
月
調
査
）

に
よ
る
と
、
四
国
の
景
気
が
『
既
に
回
復
』

又
は
『
回
復
傾
向
』
と
み
る
企
業
割
合
は
、

前
回
調
査
（
六
月
）
に
比
べ
九
ポ
イ
ン
ト
低

下
の
四
五
％
と
な
り
、
８
四
半
期
ぶ
り
に
半

数
を
割
り
込
ん
だ
。
他
方
、景
気
が
『
低
迷
・

横
ば
い
』
ま
た
は
『
下
降
』
と
み
る
割
合
は

前
回
調
査
（
四
六
％
）
か
ら
九
ポ
イ
ン
ト
増

加
の
五
五
％
と
な
り
、
慎
重
な
見
方
が
広
が

っ
て
い
る
」「
現
在
の
景
気（
七
月
〜
九
月
期
）

を
前
期
（
四
月
〜
六
月
期
）
と
比
較
す
る
と
、

『
変
わ
ら
な
い
』（
八
三
％
）
と
み
る
企
業
が

圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
も
の
の
、『
悪
く
な
っ

た
』（
一
一
％
）
と
み
る
割
合
が
、『
よ
く
な
っ

た
』（
六
％
）
を
上
回
っ
て
い
る
」
こ
と
を
理

由
に
、「
四
国
の
景
気
は
改
善
基
調
に
減
速
感

が
見
ら
れ
る
」
と
し
て
、「
や
や
悪
化
」
を
選

択
し
た
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
九
月
調
査
に
よ

る
と
、第
４
四
半
期（
一
○
月
〜
一
二
月
期
）

の
景
気
は
『
変
わ
ら
な
い
』（
八
二
％
）
が
大

半
を
占
め
、『
良
く
な
る
』（
一
○
％
）、『
悪
く

な
る
』（
八
％
）
の
順
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

ほ
ぼ
現
状
の
ま
ま
で
推
移
す
る
」
と
み
て
、

来
期
は
「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
雇
用
情
勢
（
七
月
〜
九
月
期
）
に

つ
い
て
は
、「
九
月
調
査
に
よ
る
と
、
四
国
に

本
社
を
置
く
企
業
で
雇
用
調
整
を
実
施
中
の

企
業
は
、
前
回
調
査
（
六
月
）
と
同
じ
二
三

％
に
と
ど
ま
り
、
○
四
年
六
月
調
査
以
降
、

も
っ
と
も
低
い
水
準
を
維
持
し
、
雇
用
は
比

較
的
良
好
な
状
態
が
続
い
て
い
る
」「
前
期

（
四
月
〜
六
月
期
）
と
比
較
し
、
現
在
の
雇

用
調
整
の
水
準
に
つ
い
て
も
、『
ほ
ぼ
同
程
度

で
あ
る
』
と
み
る
企
業
割
合
が
八
割
近
く
を

占
め
る
」
こ
と
か
ら
、
現
状
維
持
の
「
横
ば

い
」
と
し
た
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
九
月
調
査
に
よ

る
と
、
今
後
、
雇
用
調
整
を
予
定
し
て
い
る

企
業
は
、
前
回
調
査
（
二
二
・
九
％
）
よ
り

○
・
四
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
二
二
・
五
％
と
、

低
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
期
と

比
較
し
た
雇
用
調
整
の
水
準
に
つ
い
て
も
、

『
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
』
と
み
る
割
合
が
八

割
近
く
を
占
め
る
」
こ
と
か
ら
、「
来
期
の
雇

用
は
比
較
的
安
定
し
た
状
態
を
保
つ
」
と
み

て
、「
横
ば
い
」
を
選
択
し
た
。

　

九
州
経
済
調
査
協
会
は
、
七
月
〜
九
月
期

の
地
域
経
済
に
つ
い
て
、「
鉱
工
業
生
産
指
数

は
三
カ
月
連
続
で
プ
ラ
ス
と
な
り
、
輸
出
も

四
ヶ
月
連
続
で
二
桁
増
を
記
録
す
る
」
と
好

材
料
を
示
す
一
方
、
悪
材
料
と
し
て
、「
九
州

地
域
景
気
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
現
状
判
断

Ｄ
Ｉ
は
一
○
カ
月
連
続
で
（
良
い
悪
い
の
境

目
と
な
る
）
五
○
を
下
回
っ
た
」「
比
較
的
順

調
に
回
復
し
て
き
た
九
州
の
有
効
求
人
倍
率

も
八
月
は
○
・
七
九
倍
と
、
前
月
よ
り
○
・

○
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
や
や
足
踏
み
感
が

見
ら
れ
る
」
こ
と
を
あ
げ
、「
前
期
と
同
じ
く
、

生
産
が
好
調
で
あ
る
一
方
、
消
費
が
振
る
わ

な
い
と
い
う
構
図
に
変
化
は
な
い
」
と
し
て
、

「
横
ば
い
」
を
選
ん
だ
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
自
動
車
、
鉄
鋼
、

半
導
体
な
ど
、
輸
出
需
要
に
支
え
ら
れ
た
九

州
の
生
産
活
動
は
非
常
に
好
調
。
旺
盛
な
年

末
需
要
を
背
景
に
、
第
４
四
半
期
も
好
調
さ

を
維
持
す
る
」「
一
部
の
地
域
や
企
業
で
は
、

賞
与
の
対
前
年
増
が
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
、

全
体
と
し
て
は
所
得
の
伸
び
は
鈍
く
、
消
費

の
回
復
を
う
か
が
わ
せ
る
好
材
料
に
乏
し

い
」
こ
と
か
ら
、「
横
ば
い
」
と
し
た
。

　

雇
用
情
勢
（
七
月
〜
九
月
期
）
に
つ
い
て

は
、「
九
州
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
二
○
○
六

年
一
二
月
に
○
・
八
○
倍
と
な
っ
て
か
ら
、

○
・
一
ポ
イ
ン
ト
前
後
の
変
動
幅
で
推
移
し

て
い
る
」「
求
人
広
告
掲
載
件
数
は
小
幅
な
変

動
に
と
ど
ま
り
、
大
き
な
動
き
は
み
ら
れ
な

い
」
こ
と
か
ら
、「
二
○
○
六
年
ま
で
続
い
た

急
速
な
雇
用
状
況
の
改
善
は
、
二
○
○
七
年

に
入
っ
て
速
度
を
落
と
し
、
や
や
一
服
感
が

見
ら
れ
る
が
、
緩
や
か
な
回
復
傾
向
は
続
い

て
い
る
」
と
み
て
、「
横
ば
い
」
を
選
ん
だ
。

　

一
○
月
〜
一
二
月
期
は
、「
比
較
的
順
調
に

回
復
を
続
け
て
き
た
九
州
の
有
効
求
人
倍
率

も
、
八
月
は
前
月
よ
り
○
・
○
三
ポ
イ
ン
ト

低
下
の
○
・
七
九
倍
、
新
規
求
人
倍
率
も
前

月
よ
り
○
・
一
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
一
・
一
三

倍
と
な
っ
た
」「
県
別
で
み
る
と
、
九
州
の
雇

用
を
牽
引
し
て
き
た
福
岡
県
、
佐
賀
県
、
大

分
県
、
熊
本
県
で
は
回
復
傾
向
に
陰
り
が
見

え
る
半
面
、
遅
れ
て
い
た
長
崎
県
、
宮
崎
県
、

鹿
児
島
県
で
は
回
復
の
兆
し
が
出
は
じ
め

た
」
こ
と
を
報
告
。
そ
の
上
で
、「
来
期
は
、

南
九
州
で
は
雇
用
の
改
善
が
進
む
も
の
の
、

北
部
の
各
県
で
は
回
復
の
テ
ン
ポ
が
鈍
る
」

と
み
て
、
九
州
全
体
で
は
「
や
や
悪
化
」
と

総
括
判
断
し
た
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

モ
ニ
タ
ー
登
録
機
関
は
、
全
部
で
九
研
究

機
関
。
北
か
ら
、
㈱
北
海
道
二
十
一
世
紀
総

合
研
究
所
（
北
海
道
）、
青
森
公
立
大
学
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
（
青
森
）、
財
団
法
人
常

陽
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
（
茨
城
）、
財
団
法

人
中
部
産
業
・
労
働
政
策
研
究
会
（
愛
知
）、

財
団
法
人
北
國
総
合
研
究
所
（
石
川
）、
財

団
法
人
関
西
社
会
経
済
研
究
所
（
大
阪
）、

社
団
法
人
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

（
広
島
）、
四
国
経
済
連
合
会
（
香
川
）、
財

団
法
人
九
州
経
済
調
査
協
会
（
福
岡
）。

（
調
査
・
解
析
部　

遠
藤
彰
）

四
国　

改
善
基
調
に
減
速
感

も

九
州　

南
九
州
で
は
回
復
の

兆
し
も


